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沼津市長が発行 した空襲被害者に対する罹災証明書

(4ヽり|1喜 市郎氏所蔵 )

難

ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

④

樵

戦
災
罹
災
証
明
書

阪
神
大
震
災
で
は
被
災
者
に
対
し
て
白
治

体
が
罹
災
証
明
書
を
発
行
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

五
十
年
前
、
大
平
洋
戦
争
に
よ
る
空
襲
被

害
に
際
し
て
も
罹
災
証
明
書
が
出
さ
れ
て
い

フ●
。上

の
写
真
は
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）

七
月
十
七
日
の
沼
津
空
襲
で
の
被
災
者
に
対

し
て
沼
津
市
長
が
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
時
下
の
物
資
不
足
や
応
急
の
た
め
で
も
あ

り
、
粗
末
な
わ
ら
半
紙
を
使
用
し
た
も
の
だ

っ
た
。
中
に
は
使
用
済
み
の
紙
の
一果
面
に
ガ

リ
版
印
刷
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
日
の
中
襲
で
は
、
死
亡
二
七
九
名
、

重
傷

一
五
四
名
、
軽
傷
二
五

一
名
と
い
う
人

的
被
害
、
全
焼
・
全
壊

一
一
六
〇
五
、
半
焼
・

半
壊

一
九
七
、
破
損

一
六
〇
と
い
う
建
物
被

害
が
出
た
。
混
乱
の
中
、
罹
災
証
明
書
の
発

行

ｌ
受
給
は
大
変
な
作
業
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
証
明
書
が
発
揮
し
た
わ
ず
か
ば
か
り

の
効
力
で
罹
災
者
は
な
に
が
し
か
の
使
宜
を

得
て
、
そ
の
後
の
生
活
の
建
て
直
し
に
取
り

組
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
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農
夫
上
原
平
兵
衛
と
江
原
素
六

地
域
に
お
け
る
近
代
化
の
過
程
に
お

い
て
士
族
が
果
た
し
た
役
割
と
は
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
平
民
層
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
沼
津
の

場
合
、
沼
津
兵
学
校
と
い
う
少
数
エ
リ

ー
ト
が
残
し
た
プ
ラ
ス
の
遺
産
と
は
別

に
、
膨
大
な
数
の
地
域
残
留
士
族
の
存

在
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

江
原
素
六
は
そ
の
両
者
に
関
わ
っ
た

と
い
う
点
で
特
異
な
立
場
を
も
っ
た
人

物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
沼
津
兵
学
校

に
お
い
て
近
代
化
の
最
先
端
の
担
い
手

で
あ
る
官
吏

・
軍
人

・
教
師
ら
を
育
て

た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
は
庶
民
（平

民
お
よ
び
非

エ
リ
ー
ト
の
士
族
た
ち
）

と
と
も
に
地
域
の
中
で
生
き
た
と
い
う

履
歴
で
あ
る
。

以
下
に
掲
載
す
る
記
事
は
、
江
原
の

ご
く
身
近
に
い
た

一
農
民
が
触
発
さ
れ

自
分
な
り
に

「近
代
」
を
模
索
し
た
姿

を
示
し
て
い
る
。

○
伊
豆
箱
根
富
士
愛
鷹
等
の
深
山
ブ
ナ

と
云
ふ
木
あ
り
年
々
之
に
風
栗
と
称
す

る
実
を
結
ぶ
事
許
多
な
り
其
実
は
上
等

の
食
料
油
と
な
り
又
灯
油
に
用
ゆ
る
時

は
最
と
も
佳
品
に
し
て
其
糟
は
豚
又
牛

を
養
ふ
に
適
当
な
り
と
い
ふ
説
泰
西
諸

農
学
書
に
見

へ
た
り
然
る
に
我
近
傍
の

農
家
は
い
ま
た
之
を
拾
ふ
も
の
あ
ら
す

即
ち
外
々
に
て
も
同
し
く
右
実
を
拾
ふ

事
を
知
ら
ざ
る
者
も
あ
ら
ん
欺
と
い
ら

ざ
る
御
世
話
な
が
ら
山
付
村

々
の
御
方

へ
申
上
度
と
新
聞
屋
様

へ
御
願
ひ
申
上

私
共
兼

テ
駿
東
部
東
熊
堂
村

ｔ
牧
牛
所
相
開
キ
候
虚
運
々
藩
殖

上原平兵衛の新聞広告

(N評ワリ

升
者
は
駿
束

の
西
熊
江
原
方

に
傭
は

る

ヽ
耕
夫
平
兵
衛
と
云
報
知
あ
り
流
石

は
江
原
公
の
宅
に
居
ら
る

ヽ
故
旨

い
所

へ
気
が
付
れ
ま
し
た

電
静
岡
新
聞
』
明

治
１０

・
３

・
２
）

○
本
年

ハ
苗
代
時
分
に
季
候
の
充
分
な

ら
ざ
る
由
え
か
所
々
に
稲
虫
を
生
せ
し

か
バ
蔓
延
の
甚
し
き
に
至
ら
ざ
る
前
其

撲
減
の
法
も
あ
る
ん
か
と
去
る

一
日
江

原
氏
の
宅
に
て
農
書
の
講
義
あ
る
に
付

聴
間
の
次
子
に
稲
虫
の
事
を
啓
ひ
し
に

同
人
の
言

ハ
る

ヽ
に
は
殺
虫
種
々
の
方

法
あ
れ
ど
も
第

一
簡
易
に
し
て
奇
功
あ

る
も
の
は
芥
子
種
の
油
を

一
反
歩
凡
二

合

つ
ヽ
も
潅
く
に
如
く
も
の
な
し
必
ら

す
違
算
な
か
る
べ
し
又
其
絞
り
粕
は
石

灰
木
灰
と
相
和
す
れ
バ
夏
作
諸
疏
菜
の

殺
虫
に
用
ひ
て
其
功
赫
々
た
り
故
に
農

家
た
る
も
の
は
必
ら
ず
多
少
の
芥
子
来

を
作
り

一
朝
虫
害
の
兆
あ
ら
バ
之
を
絞

油
し
其
油
を
以
て
虫
害
を
防
か
ん
こ
と

こ
そ
肝
要
な
れ
夫
れ

ハ
兎
も
あ
れ
適
予

か
宅

へ
数
升
の
芥
子
種
収
穫
せ
し
か

ハ

右
を
以
て
本
年
実
地
殺
虫
を
試
験
す
べ

し
と
い
わ
れ
た
り
予
大
に
其
説
に
感
服

せ
し
か
バ
こ
ハ
日
本
古
来
の
農
書
に
あ

る
こ
と
に
て
宅
も
珍
奇
も
の
に
あ
ら
ず

少
し
く
読
書
の
あ
る
も
の
は
誰
も
知
了

し
を
る
な
ら
ん
と
日
れ
た
れ
ど
も
我
輩

の
如
き
無
智
の
貧
農
も
世
間
全
く
絶
類

と
い
ふ
に
も
非
ず
さ
れ
バ
新
聞
の
貴
紙

を
汚
し
同
業
同
等
の
社
会

へ
報
告
い
た

し
た
く
と
の
老
婆
心
な
り
然
れ
と
も
真

に
記
す
る
に
は
之
を
没
書
す
る
も
敢
て

遺
憾
に
あ
ら
さ
る
な
り
と
駿
束
郡
西
熊

堂
村
農
上
原
平
兵
衛
君
よ
り
報
知
あ
り

イ
ヤ
も
ふ
弊
社
の
日
報
は
因
よ
り
下
向

の
新
聞
に
て
決
し
て
上
等
社
会
の
博
識

大
先
生
の
御
目
に
ぶ
ら
下
け
る
品
な
ら

ず
か
よ
ふ
な
事
は
喜
こ
ん
で
書
載
升

中
々
没
書
処
で
は
無
ひ
よ

（『函
右
日

報
』
明
治
１２

・
７

・
８
）

こ
の
ふ
た
つ
の
新
聞
記
事
は
、
江
原

素
六
の
農
業
知
識
に
触
れ
た
両
熊
堂
村

の
農
民
上
原
平
兵
衛
が
、
そ
の
内
容
を

新
聞
社
に
報
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
実

際
の
農
業
経
営
に
お
い
て
江
原
の
に
わ

か
仕
込
み
の
知
識
が
ど
れ
ほ
ど
有
効
で

あ

っ
た
の
か
は
疑
間
で
あ
る
が
、
農
夫

平
兵
衛
は
正
直
に
感
激
し
た
の
で
あ
ろ

う
、
新
聞
に
投
書
す
る
と
い
う
行
為
に

ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。

上
原
平
兵
衛

（平
古
と
も
名
乗
る
）

は
、
明
治
五
年
の
戸
籍
で
は
三
十
四
歳

で
あ
り
、
組
頭
を
つ
と
め
て
い
た
。
し

か
し
決
し
て
一象
農
で
は
な
か
っ
た
。
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沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の
教
授
に

岡
田
老
峰
と
い
う
人
物
が
い
た
。
こ
れ

ま
で
彼
の
詳
し
い
経
歴
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
子
孫
の
家

に
残
さ
れ
た
文
書
か
ら
以
下
の
履
歴
が

判
明
し
た
。

岡
ＩΠ
家
は
、
老
峰
の
祖
父
惣
七
が
文

化
十
二
年

（
一
人

一
五
）
に
御
持
之
頭

依
田
伊
賀
守
組
同
心
に
召
し
抱
え
ら
れ

て
以
来
の
幕
臣
で
あ
る
。
父
三
右
衛
門

（源
五
郎

。
国
治
）
は
、
御
持
筒
頭
小

栗
又

一
組
同
心
で
あ
り
、
老
峰
は
そ
の

四
男
だ
っ
た
。

幼
名
を
徳
三
郎
と
い
い
、
一躍
は
治
隆
、

他
に
宣
輔

・
隆
三
な
ど
と
も
称
し
た
。

田
　
老
　
峰

明
治
二
年

（
一
人
六
九
）
の

『沼
津

役
人
附
』
に
は
降
三
と
あ
る
。
老
峰

号
で
あ
る
。

天
保
十
年

（
一
八
二
九
）
五
月
に
学

問
所
教
授
方
出
役
新
井
忠
次
郎
に
入
門

し
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四

一
）
十
二

月
、
十
三
歳
の
時
か
ら
は
聖
堂
学
問
所

（昌
平
費
）
に
学
び
、
翌
年
十

一
月
に

は
新
井
の
推
挙
に
よ
り

「聖
堂
御
三
階

寄
宿
並
通
稽
古
」
を
許
さ
れ
た
。
嘉
永

四
年

（
一
人
五

一
）
六
月
、
父
の
跡
を

継
ぎ
御
持
組
の
同
心
と
な
り
、
同
七
年

七
月
に
は
御
苫
物
同
心
に
転
し
た
。
嘉

永
六
年

（
一
八
五
三
）
に
は
昌
平
賽
学

問
吟
味
に
乙
科
で
及
第
し
て
い
る
が
、

同
期
の
甲
科
及
第
者
三
名
の
中
に
は
塚

本
明
毅

（
の
ち
沼
津
兵
学
校

一
等
教

授
）
、
乙
科
及
第
者
二
十
五
名
の
中
に
は

伴
鉄
太
郎

⌒
の
ち
沼
津
兵
学
校

一
等
教

授
Ｔ
ら
が
い
た

「
昌
平
学
科
名
録
」
『
江

戸
』
第
二
巻
）
。
元
治
元
年

（
一
人
六
四
）

十

一
月
に
は
学
問
所
下
番
に
任
命
さ
れ

林
大
学
頭
支
配
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
同

年
十
二
月
に
は
学
問
所
教
授
方
出
役
並

兼
動
を
命
じ
ら
れ
、
二
人
扶
持
を
賜

っ

て
い
る
。

慶
応
元
年

（
一
人
六
五
）
八
月
に
は

日
光
学
頭
に
任
命
さ
れ
、
二
十
人
扶
持

を
給
さ
れ
、
日
光
の
学
問
所
に
赴
任
し

た
。
同
三
年

（
一
人
六
七
）
正
月
に
は

甲
府
徽
典
館
学
頭
に
任
命
さ
れ
、
甲
府

に
赴
任
し
た
っ

以
上
の
履
歴
は
、
岡
田
良

一
氏
所
蔵

の

「
明
細
書

・
由
緒
書

・
親
類
書
共
外

諸
書
付
Ｌ
諸
願
古
向
井
被
　
仰
付
書
付

控
」
「
北
懐
備
録
」
．峡
中
視
学
記
」
な

ど

に

よ

っ
た
。

維
新
後
は
沼
津
に
移
住
、
沼
津
兵
学

校
附
属
小
学
校
素
読
教
授
方
と
な

っ

た
。
三
十
八
歳
と
い
う
年
齢
は
、
漢
学

系
の
教
授
と
し
て
は
山
田
大
夢
と
と
も

に
最
年
長
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

廃
藩
後
も
沼
津
に
住
ん
だ
が
、
学
制

頒
布
後
、
附
属
小
学
校
を
私
立
に
よ

っ

て
維
持
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
集
成

合
の
設
立
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
と
い

う

（間
宮
喜
十
郎
者

『沼
津
小
学
沿
革

史
』
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
）
。
そ
の
後

の
活
動
は
不
明
だ
が
、
明
治
十
五
年
二

八
八
二
）
五
月
二
十
日
、
五
十
二
歳
で

没
し
た
。

長
男
上
戸
翼
忠

（米
太
郎
）
は
老
峰

夫
人
の
実
家
を
継
ぎ
、
岡
田
家
は
次
男

の
善
建
が
継

い
だ
。
上
戸
翼
忠

（
一
人

五
五
～

一
九
二
四
）
は
、
沼
津
兵
学
校

附
属
小
学
校
に
学
び
、
駿
東
部
長
沢
村

の
勧
農
塾
や
沼
津
中
学
校

⌒二
等
助
教

諭
）
で
教
鞭
を
と
っ
た
ほ
か
、
沼
津
の

民
権
結
社
観
光
社
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

岡
田
老
峰
は
漢
学
と
い
う
伝
統
的
学

問
に
依
拠
し
た
が
、
洋
学
系
の
人
物
と

同
様
、
幕
末
の
人
材
登
用
策
に
乗

っ
た

ひ
と
り
で
あ

っ
た
。

シ
沼 リ
津|

漢 曇
ズ

学 督
者 ら

人

岡ぶ

勝
甘
晨
一癬
一一■
臨
ず
崎
一岡田老峰の書

(1普1宮恒夫氏寄託 )

`ま

 行日 ‐Tヮ 叩_Ⅲ‐中ヮ中‐叩ワ

土 戸 翼 忠

(障 |「 II良 一提供 )
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◎
企
画
展

「
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
」

の
開
催
に
つ
い
て

今
年
は
戦
後
五
十
年
。
今
回
の
企
画

展
で
は
十
五
年
戦
争
と
地
域
と
の
関
わ

り
に
焦
点
を
あ
て
、
展
示
を
行

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
戦
争

の
記
憶
を
心

に
留
め
、
平
和
の
意
義
を
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間

¨
７
月
１
日

（上
）
か
ら
９
月
２９

Ｈ

（金
）
ま
で

会
場

¨
３
階
北
側

・
４
階
展
示
率

内
容

一
空
襲

・
学
童
集
団
疎
開

・
満
蒙

開
拓
青
少
年
義
勇
軍

・
海
軍
工

廠

・
海
軍
技
術
研
究
所

・
拓
南

錬
成
所

。
兵
卜
と
銃
後
な
ど
、

沼
津
と
戦
争
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー

マ
で
構
成
．

◎
図
録

『
昭
和
の
戦
争
と
沼
津
』
の

刊
行
に
つ
い
て

企
画
展
に
あ
わ
せ
て
図
録
を
刊
行
し

ま
し
た
。
沼
津
の
戦
争
に
関
す
る
資
料

を
多
数
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

規
格

一
Ｂ
５
判

・
４４
べ
‐
ジ

（内
カ
ラ

‐
‐２
ぺ
‐
ジ
）

頒
価

¨
一
〇
〇
〇
円

◎
歴
史
講
座
の
受
講
生
募
集

企
画
展
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
で
歴
史

講
座
を
開
催
し
ま
す
．
日
程

・
講
師

・

内
容
は
表
の
通
り
で
す
．
申
込
み
と
問

い
合
わ
せ
は
当
館
ま
で
電
話
で
ぃ

時
間

一
午
後
２
時
か
ら
４
時

場
所

¨
当
館
講
座
室

定
員

一
一
〇
〇
名

受
講

¨
無
料

◎
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
の
開
催

沼
津
市
内
に
残
る
昭
和
の
戦
争
に
関

係
し
た
史
跡
を

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
見
学

し
ま
す
。
海
軍
技
術
研
究
所
跡
、
同
地

下
ｌｉ
場
跡
、
御
成
橋
空
襲
被
弾
跡
、
海

軍
特
攻
部
隊
基
地
跡
、
高
射
砲
隊
ト
ー

チ
カ
、
拓
南
錬
成
所
跡
な
ど
、
十
二
簡

所
を
ま
わ
り
ま
す
．

第

一
回

⌒成
人
対
象
）

同
時
　
７
月
１８
日

（火
）
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
．
雨
天
の
場

´

合
は
翌
日
に
延
期
．

定
員
　
一
一〇
名

費
用
　
無
料
、
た
だ
し
弁
当
持
参
の
こ

レ
Ｃ
て

第
二
回

（小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
）

日
時
　
８
月
１０
日

（本
）
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
。
雨
天
の
場

合
は
翌
日
に
延
期
。

一薔
只
　
一
〇
組
二
〇
名

費
用
　
無
料
、
た
だ
し
弁
当
持
参
の
こ

オヽ
」
．

◎
ビ
デ
オ

「
愛
鷹
牧
」
の
制
作
●

・

館

ロ
ビ
ー
で
自
動
検
索
に
よ
り
上
映

し
て
い
る
ビ
デ
オ
作
品
に
今
回

「愛
鷹

牧
」
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

愛
鷹
牧
は
、
愛
鷹
山
に
棲
息
し
て
い

た
野
生
の
馬
を
捕
ら
え
る
た
め
に
江
戸

幕
府
が
設
置
し
た
牧
場
で
す
。
当
館
の

企
画
展
の
テ
ー
マ
に
も
取
り
上
げ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ビ
デ
オ
で

よ
り

一
層
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
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金岡村女子青年団による慰間袋作成

防空演習のバケツリレー

日 程

7月 23日

(日 )

7月 30日

(日 )

日雨講

静 岡 県立 磐 田農 業 高 等

学 校 教 諭

小 池 善 之 氏

女性史研究家

平 井 和 子 氏

容内

「朝鮮人の『強制連行J

―静岡県を中心として一」

「静岡県の女性と戦争J

8月 6日
(日 )

―橋大学教授

田 崎 宣 義 氏

「佐々木古桜絵 日記に

みる戦時下の沼津」

8月 13日

(日 )

一橋大学教授

中 村 政 貝」氏
「満州移民と沼津」

ミξ]呑渠
沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
４２
号


